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2019年10月28日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 タ カ ミ ヤ  

代表者名 代表取締役会長兼社長 髙 宮 一 雅  

          （コード番号２４４５  東証第一部）

問合せ先 

 

取締役兼常務執行役員 

経営管理本部長      安 田 秀 樹 
 

（TEL．06-6375-3918） 

 

 

業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 
当社は、最近の業績動向を踏まえ、2019年５月９日に公表いたしました、2020年３月期第２四半期

（累計）及び通期の連結業績予想の修正並びに配当予想を下記のとおり修正いたしましたので、お

知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）2020年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2019年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に 帰属す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

21,200 
百万円 

1,180 
百万円 

1,060 
百万円 

710 
円  銭 

16.56 

今回修正予想（Ｂ） 22,090 1,910 1,770 1,210 27.92 

増減額（Ｂ－Ａ） 890 730 710 500  

増 減 率 （ ％ ） 4.2% 61.9% 67.0% 70.4%  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2019年３月期第２四半期） 
20,734 1,087 1,121 698 16.31 

 

（２）2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に 帰属す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

44,700 
百万円 

3,200 
百万円 

2,920 
百万円 

1,940 
円  銭 

45.26 

今回修正予想（Ｂ） 45,590 3,930 3,630 2,440 54.28 

増減額（Ｂ－Ａ） 890 730 710 500  

増 減 率 （ ％ ） 2.0% 22.8% 24.3% 25.8%  

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 1 9 年 ３ 月 期 ） 
42,182 2,713 2,662 1,637 38.22 
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（３）修正の理由 

当第２四半期連結累計期間におきましては、レンタル事業において、北陸新幹線延伸工事な

どの受注済みの土木･橋梁工事向けの機材が順調に出荷されたことと、都市部における再開発工

事やマンション改修工事用など建築工事向け機材の稼働率が高稼働となったことにより、当初

の計画を上回る見込みとなりました。特に次世代足場「Ｉｑシステム」は、2014年のレンタル出

荷以来、過去最高の稼働率を継続しております。また、販売事業において、「Ｉｑシステム」と

ともに周辺機材の販売も堅調に推移いたしました。 

以上の理由により、当第２四半期累計期間業績につきまして、売上高、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益を修正いたします。 

なお、通期の業績予想につきましては、上半期の修正に伴い、増額修正を行っております。 

 

２．配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

(2019年５月９日発表) 
6円   

（普通配当 4円） 

（記念配当 2円） 

7円   

（普通配当 7円） 

 

13円   

（普通配当 11円） 

（記念配当  2円） 

今回修正予想 － 

8円   

（普通配当 8円） 

 

14円   

（普通配当 12円） 

（記念配当  2円） 

当期実績 

6円   

（普通配当 4円） 

（記念配当 2円） 

  

前期実績 
4円   

（普通配当 4円） 

7円   

（普通配当 7円） 

11円   

（普通配当 11円） 

 

（２）修正の理由 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、株主への

利益還元を重視し、安定した配当を継続して実施していくことを基本方針としております。 

上記の方針及び業績予想の修正等を勘案し、2020年３月期の期末予想につきまして、直近の

配当予想から１株につき１円増配の８円（年間14円）に予想を修正いたします。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


